
日
本
電
機
工
業
会
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
て

日
本
電
機
工
業
会
　
省
エ
ネ
法
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
変
圧
器
普
及
促
進
委
員
会
委
員
長
天
兒
洋
一
氏

安全・安心の追求も

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
の
第

二
次
判
断
基
準
が
４
月
に
開
始

し
、
よ
り
省
エ
ネ
性
能
を
高
め
た

変
圧
器
が
標
準
的
に
流
通
し
始
め

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
高
圧
受
配

電
用
変
圧
器
で
省
エ
ネ
を
図
る
と

い
う
環
境
が
一
層
整
っ
た
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
日
本
に

限
っ
た
話
で
は
な
く
、
世
界
的
な

潮
流
に
な
っ
て
お
り
、
現
に
米
国

や
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

で
は
、
来

年
以
降
、
省
エ
ネ
性
能
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０

１
４
が
他
国
の
配
電
用
変
圧
器
と

異
な
る
点
は
、
省
エ
ネ
性
能
を
追

求
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
ユ

ー
ザ
ー
の
安
全
・
安
心
も
追
求

し
、
耐
震
性
能
、
保
守
性
を
向
上

さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
特
に
耐
震

性
能
に
つ
い
て
は
、
電
気
設
備
の

耐
震
性
と
考
え
た
場
合
、
変
圧
器

本
体
の
剛
性
を
高
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
配
電
盤
側
で
の
考
慮
が
不

可
欠
と
な
る
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

変
圧
器
２
０
１
４
は
変
圧
器
本
体

の
た
わ
み
を
考
慮
し
て
、
地
震
時

の
変
圧
器
端
子
部
の
変
位
量
を
規

定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
接
続
す
る

配
線
の
余
長
、
可
と
う
性
の
確

保
、
配
電
盤
と
変
圧
器
の
相
対
的

な
変
位
抑
制
な
ど
配
電
盤
側
で
の

検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧

器
２
０
１
４
の
ほ
と
ん
ど
は
「
産

業
競
争
力
強
化
法
」
の
「
生
産
性

向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
」
の
先

端
設
備
に
該
当
し
、
変
圧
器
更
新

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー

の
導
入
促
進
の
一
助
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
当
委
員
会
は
今

後
も
省
エ
ネ
性
の
高
い
変
圧
器
の

普
及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　
２
０
１
４
年
４
月
１
日
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
は
第
二
次
判
断
基
準
へ
の

切
り
替
え
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

年
に
油
入
変
圧
器
、

年
に
モ
ー
ル
ド
変
圧

器
が
産
業
用
機
器
と
し
て
初
め
て
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
対
象
に
な
っ
た
。
今

回
、
さ
ら
に
高
い
省
エ
ネ
性
能
が
求
め
ら
れ
、
メ
ー
カ
ー
の
出
荷
機
器
は
新
基
準

に
対
応
し
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
に
切
り
替
わ
っ
た
。
変
圧
器
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
は
電
力
消
費
量
や
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に

大
き
く
貢
献
す
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
操
作
性
、
保
安
性
も
改
善

トップランナー変圧器新基準で省エネ効率向上
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
を
支
え
る
素
材
業
界
か
ら

日
本
銅
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
和
田
正
彦
氏

負荷損の低減に貢献

　
変
圧
器
に
お
い
て
銅
は
巻
線
導

体
材
料
と
し
て
一
次
コ
イ
ル
、
二

次
コ
イ
ル
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

変
圧
器
の
効
率
向
上

損
失
低

減

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

変
圧
器
の
損
失
に
は
負
荷
損
と
無

負
荷
損
が
あ
り
、
負
荷
損
で
は
巻

線
導
体
の
抵
抗
損
が
大
き
な
割
合

を
占
め
て
お
り
、
２
０
０
６
年
に

変
圧
器
が
初
め
て
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
方
式
の
対
象
に
な
っ
た
時
、
導

体
材
料
と
し
て
従
来
、
主
に
使
わ

れ
て
い
た
ア
ル
ミ
か
ら
、
導
電
率

が
１
・
６
倍
高
い
銅
へ
の
採
用
が

大
幅
に
拡
大
し
た
。

　
今
回
の
第
二
次
判
断
基
準
に
お

け
る
効
率
向
上
に
お
い
て
も
、
鉄

心
材
料
の
改
良
に
よ
る
無
負
荷
損

の
低
減
と
と
も
に
、
銅
に
関
し
て

は
巻
線
導
体
の
占
積
密
度
を
大
き

く
す
る
こ
と
で
負
荷
損
の
低
減
に

貢
献
す
る
。
第
一
次
の
時
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
今
回
の
第
二
次
判
断

基
準
の
適
用
開
始
に
よ
り
変
圧
器

の
銅
使
用
量
は
増
加
す
る
と
考
え

る
。

　
国
際
銅
協
会

Ｉ
Ｃ
Ａ

も
銅

の
持
つ
高
い
導
電
性
を
生
か
し
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
活
動
の

目
的
に
掲
げ
て
お
り
、
世
界
各
国

の
変
圧
器
の
効
率
規
制
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
る
。
日
本
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
も
非
常
に
関

心
が
強
く
、
日
本
電
機
工
業
会
と

頻
繁
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

　
最
近
は
省
エ
ネ
電
気
製
品
で
も

コ
ス
ト
面
で
導
体
材
料
が
銅
か
ら

他
の
材
料
へ
代
替
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
る
が
、
変
圧
器
に
お
い

て
は
今
後
と
も
銅
が
効
率
向
上
へ

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

設
備
投
資
促
進
税
制
切
り
替
え
後
押
し

ダイヘン
　
ダ
イ
ヘ
ン
は
第
二
次
判
断
基
準
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
に
適
合
し
た
新
シ
リ

ー
ズ
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
　

」
を
販

売
。
旧
シ
リ
ー
ズ
と
同
等
の
据
付
面
積
で

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
を

実
現
し
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
以
前
の

旧
型
変
圧
器
に
比
べ
て

％
以
上
の
損
失

低
減
を
可
能
に
し
た
。

　
ま
た
、
地
震
発
生
時
に
変
圧
器
端
子
部

の
地
絡
・
短
絡
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

独
自
技
術
を
生
か
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
「
減

震
装
置
」
を
設
定
。
防
振
ゴ
ム
付
き
変
圧

器
の
端
子
変
位
量
を
最
大

％
抑
制
で

き
、
変
圧
器
の
信
頼
性
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
た
。

東芝産業機器システム
　
東
芝
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム
は
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
変
圧
器
第
二
次
判
断
基
準
に
適
合

し
た
油
入
変
圧
器
「
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
お
よ

び
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
「
ト
ス
モ
ー
ル
ド
Ｎ

Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
を
、
２
０
１
３
年
８
月
に

受
注
開
始
、

月
に
出
荷
開
始
し
た
。

　
省
エ
ネ
は
も
と
よ
り
、
据
付
面
積
は
従

来
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
と
同
等
レ

ベ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実
現
し
、
静
音

性
は
基
準
値
に
対
し
最
大

低
減
。
ま

た
、
耐
震
性
能
は
転
倒
、
加
震
試
験
な
ど

を
検
証
し
、
端
子
部
変
位
を
従
来
の
２
分

の
１
以
下
に
抑
え
、
電
源
の
信
頼
性
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
。次

ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ９月８日 月曜日 　　

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
と

は
出
荷
さ
れ
る
製
品
の
省
エ

ネ
基
準
を
、
現
在
、
商
品
化

さ
れ
て
い
る
製
品
の
中
で
最

も
優
れ
た
省
エ
ネ
性
能
以
上

に
す
る
と
い
う
考
え
方
。
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
対
象

に
な
る
以
前
、
変
圧
器
の
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
は

％
を
超
え
、
電
力
損
失
は

約
２
％
と
高
い
効
率
性
を
誇

っ
た
。
し
か
し
、
稼
働
す
る

莫
大
な
変
圧
器
の
総
容
量
を

考
え
る
と
少
し
で
も
省
エ
ネ

性
能
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ

た
。

、

年
、
油
入
変
圧

器
と
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
に
第

一
次
判
断
基
準
が
適
用
さ

れ
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準

以
前
の
旧
型
変
圧
器
に
比
べ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
は

・
８
％
改
善
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
７
年
が
経
過

し
、
省
エ
ネ
性
能
を
一
層
高

め
た
変
圧
器
の
改
善
を
目
指

し
、
第
二
次
判
断
基
準
の
適

用
が
決
ま
っ
た
。
第
二
次
判

断
基
準
に
つ
い
て
は
、
日
本

電
機
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ

の
省
エ
ネ
法
特
定
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
機
器
変
圧
器
普
及
促

進
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

の
見
直
し
を
図
っ
た
。
同
委

員
会
に
は
主
要
変
圧
器
メ
ー

カ
ー
が
参
加
し
、
既
設
の
変

圧
器
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
へ
切
り
替
え

や
す
く
す
る
た
め
、
ユ
ー
ザ

ー
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
改

善
に
重
き
を
置
い
た
。

　
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
異
な
っ

て
い
た
ダ
イ
ヤ
ル
温
度
計
の

目
盛
り
、
指
針
色
、
最
高
指

針
の
表
示
形
態
と
表
示
部
の

取
り
付
け
寸
法
の
共
通
化

や
、
油
入
変
圧
器
に
お
け
る

排
油
装
置
と
温
度
計
の
標
準

付
属
を
従
来
の
１
５
０

以
上
か
ら
、

以
上
へ

の
拡
大
、
こ
れ
ま
で
オ
プ
シ

ョ
ン
だ
っ
た
排
油
弁
の
標
準

採
用
な
ど
操
作
性
、
保
安
性

の
向
上
に
も
努
め
た
。

　
新
技
術
・
材
料
を
取
り
入

れ
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧

器
２
０
１
４
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
は
旧
型
に
比
べ
約

％
、
第
一
次
判
断
基
準
に

比
べ

―

％
の
改
善
が
見

込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
性
能

の
向
上
に
は
鉄
心
と
し
て
積

層
さ
れ
る
電
磁
鋼
板
の
改

良
、
巻
線
に
銅
を
採
用
す
る

な
ど
素
材
の
役
割
も
大
き

い
。

　
変
圧
器
の
更
新
推
奨
時
期

は

年
だ
が
、
現
在
、

年

経
過
し
た
旧
型
も
稼
働
し
て

い
る
。
旧
型
は
約
２
６
０
万

台
稼
働
し
て
い
る
と
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
損
失
は
年

間
約
１
７
０
億

時
、
Ｃ

Ｏ
２

換
算
で
は
同

億

。
旧
型
を
新
基
準
の
変
圧

器
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
大

幅
な
省
エ
ネ
効
果
を
発
揮

し
、
地
球
環
境
保
護
と
電
力

料
金
の
削
減
を
実
現
す
る
。

　
政
府
の
成
長
戦
略
で
は
、

民
間
設
備
投
資
の
年
間
総
額

を

年
度
の
約

兆
円
か
ら

年
度
ま
で
に
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
に
相

当
す
る

兆
円
ま
で
の
回
復

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

産
業
競
争
力
強
化
法

に

「
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促

進
税
制
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
同
税
制
に
は
、
最
新
モ
デ

ル
か
つ
年
平
均
１
％
以
上
の

生
産
性
を
向
上
す
る
先
端
設

備
の
導
入
を
対
象
に
す
る

「
Ａ
類
型
」
と
、
投
資
計
画

に
お
け
る
投
資
利
益
率
が
年

平
均

％
以
上

中
小
企
業

者
な
ど
は
５
％
以
上

の
生

産
ラ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
改
善
に
資
す
る
設
備
の

導
入
を
対
象
に
す
る
「
Ｂ
類

型
」
が
あ
る
。
ど
ち
ら
か
の

確
認
を
得
て
、
取
得
価
額
要

件
な
ど
を
満
た
し
た
場
合
に

税
制
措
置
が
受
け
ら
れ
る
。

　
最
新
モ
デ
ル
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
の

導
入
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

Ａ
類
型
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
に
な
る
。
Ａ
類
型
で
は
、

最
新
モ
デ
ル
と
生
産
性
向
上

の
要
件
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
、
変
圧
器
の
仕
様
な
ど

の
証
明
は
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
行

う
。９
月
３
日
時
点
で
、Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
に
関
す
る
証

明
書
を
約

件
発
行
し
た
。

　
業
界
団
体
、
各
メ
ー
カ
ー

は
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か
ら
使
い

や
す
さ
を
考
慮
し
た
変
圧
器

の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
加

え
て
、
税
制
措
置
の
対
象
に

な
り
、
切
り
替
え
を
検
討
し

て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
を
後
押
し

す
る
。
今
後
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
へ
の

切
り
替
え
増
加
に
期
待
が
高

ま
る
。


